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横浜市中小企業振興基本条例に基づく 

平 成 ２ ４ 年 度 の 取 り 組 み 状 況 に つ い て  

 

 

 

１ 中小企業振興施策の実施状況について ………………………………………… ２ 

 

 

【報告書掲載事業】 ３事業／全体６７事業 

番号 事   業   名 掲載頁 

61 食と農によるまちの活性化と新たなビジネスモデル支援事業 ２（冊子60）

62 横浜水ビジネス協議会の運営による市内企業の海外展開支援 ３（冊子61）

63 低公害車民間普及促進事業 ３（冊子61）
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１ 中小企業振興施策の実施状況について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (単位：千円)
24決算額 2,231 
23決算額 1,941 

 ＜市内企業等の声、反応、活用事例等＞ 

「○区の生産者○○の野菜を使用している」など生産

者をアピールすることで、地元のお客様には特に関心を

持っていただくことができました。また、商品のＰＲや

販路拡大を目指し、都心部等でのマルシェの開催などに

も積極的に関わり、事業の継続・拡大に繋げています。

 ＜課題と25年度以降の対応＞ 

25年度は、支援したビジネスモデルが業と

して継続できるよう専門家による助言を行

います。また、地産地消に貢献する起業等が

広がるようモデル事業を紹介するパンフ

レット等を作成し、普及・推進を図ります。

＜事業・取組のねらいと概要＞ 

食と農によるまちの活性化と新たなビジネスモデルの構築を目指し、新たに地産地消に貢献する食と農

をつなぐ取組をする企業等に対し、助成金の交付や専門家によるアドバイスにより支援を行いました。 

【24年度の具体的な実績・成果等】 

主な指標･実績 
24 年度 

（ ）内中期４か年計画想定事業量
23年度 

支援件数 ４件（２件） ３件 

助成額：15万円以上100万円以内（１/２助成） 

助成対象経費：農産加工に必要な設備導入費、新商品開発費、販売促進に要する費用等 
 

①地産地消惣菜店の開店  

「地産地消」「薬膳」をコンセプトにした惣菜店を開店し、当該事業者が経営するイタリアンレスト

ラン等で人気の市内産野菜を使用した惣菜等を販売しました。 

②市内産大麦を使った発泡酒造り   

クラフトビールの新メニューとして、市内産の大麦を使用した発泡酒を造り、樽生の他、一部を瓶詰

にし、飲食店や土産屋等で広く販売しました。 

③横濱開港菜等を使用した菓子類の開発及び販路開拓  

市内産の野菜（開港菜）を使用した贈答用の焼菓子を製造・販売し、販路を確立しました。 

※開港菜…開港当時に横浜から広まったとされるトマト、ニンジン等の西洋野菜 

④地産地消ブランディング化計画２０１２  

メッセージカードを媒体にＨＰやブログを通して、横浜で採れた新鮮な農産物、加工品、マルシェ等

の地産地消にまつわる最新情報をお届けするポータルサイトを開設し、さまざまな情報を発信しまし

た。＜「ヨコハマヤサイ」http://yokoyasa.hama1.jp/c21049.html＞ 

(環境創造局農業振興課)

①地産地消惣菜店 

の開店 

②市内産大麦を 

使った発泡酒 

③横濱開港菜等を 

使用した菓子 

④地産地消ブランディング化計画

２０１２（ポータルサイト開設） 

61 
食と農によるまちの活性化と 

新たなビジネスモデル支援事業 
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【事業内容】 

市内中小企業50社を含む146会員で構成される横浜水ビジネス協議会の運営を通じて、市内企業

の水環境に関する多様な技術や、横浜市の上下水道の運営実績などを、海外の水ビジネス展開に生か

すため、情報共有、意見交換、プロモーションなどを行い、中小企業を含む市内企業の海外展開を支

援します。 
 

【実績】 

会員企業と合同で実施した海外での調査(2回)や、海外からの研修員受入等の機会を捉えたビジネ

スマッチング(8回)を実施しました。また、国際展示会等に出展し、協議会のPR(4回)を行いました。 
 

【課題と25年度以降の対応】 

会員企業が海外水ビジネスの案件を受注できるよう、より一層支援していく必要があるため、国

やJICA 等と更に連携を図り、海外への現地調査や横浜への視察団に対するプレゼンテーション等の

機会を中小企業に提供し、海外展開を支援します。 

 

 

 

 

 

【事業内容】 

運輸部門における温室効果ガス排出量等削減のため、燃費性能も優れている九都県市指定低公害

車や天然ガス自動車等の普及促進を図ります。 

また、ＣＯ₂削減を進めるため、電気を使用し燃費改善を行う電気自動車やプラグインハイブリッ

ド自動車、及びこれらの自動車に充電する設備の導入に対して助成を行い、初期需要を喚起します。 
 

【実績】 

24 年度は、全体で 536 台の補助を実施しました。補助金交付先が中小企業に該当する場合は、効

果が結果として間接的に事業活動の円滑化・活性化につながっていると考えられます。 
 

【課題と25年度以降の対応】 

電気自動車等については、車種やグレードの広がりなどにより、購入しやすくなってきたものの、

充電インフラは設置（投資）が伸びていません。現状では、ＥＶ普及に弾みがついたとは言い難いこ

とから、さらなる需要創出に向け、事業を継続します。 

 

 (単位：千円)
24決算額 11,223 
23決算額 505 

 (単位：千円)
24決算額 88,948 
23決算額 88,024 

低公害車民間普及促進事業 

横浜水ビジネス協議会の運営による 

市内企業の海外展開支援 

62 

63 

(環境創造局下水道事業推進課・水道局国際事業課)

(環境創造局交通環境対策課)
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２ 物品及び委託契約における市内中小企業者の受注機会の増大について 
 

（１）平成24年度の受注機会増大に向けた取組 

物品の調達及び委託業務の発注にあたっては、市内経済の活性化の観点から、従来から市内事業

者への優先発注を基本方針とし、市内事業者の入札参加機会の確保のため、専門事業者への分離発

注やコスト面を考慮した分割発注を進めてきました。 

環境創造局における平成 24 年度の市内中小企業者への発注状況については、物品、委託をあわ

せて4,064件、29億 8,905 万円となっています。平成23年度に比べると、件数、契約金額ともに

増加しており、また契約実績に占める構成比率も増となっています。 

その結果、単独随意契約等を除く契約のうち、件数で87.6パーセント、金額で79.2パーセント

を市内中小企業者向けに発注することができました。 

 

（２）今後の受注機会増大に向けた取組の方向性 

局内の発注にあたっては、業者の選定において、予算の適正な執行並びに透明かつ公正な競争及

び契約の適正な履行の確保に留意しつつ、発注、調達等の対象を適切に分離・分割することを引き

続き徹底するなど、市内中小企業者の受注機会確保に取り組んでまいります。 

 

市内中小企業者への発注状況（環境創造局契約分） 
 

区分 

契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く） 
単独随意契約及び 
大規模契約の合計 市内中小企業契約実績  

件数 構成比率 
対前年度 

増 減  
金 額 構成比率

対前年度

増 減
件数 金 額 件数 金 額 

平
成
24
年
度 

 
 

 
 

 件 ％ ％ 千円 ％ ％ 件 千円 件 千円

工事 0  0.0   0 0.0 0 0 3  13,955

物品 2,857  88.3 4.1 194,347 82.8 ▲0.4 3,234 234,586 392 211,456

委託 1,207 85.8 ▲0.3 2,794,701 79.0 0.6 1,407 3,538,545 329 2,379,431

合計 4,064 87.6 2.9 2,989,047 79.2 0.4 4,641 3,773,131 724 2,604,842

平
成
23
年
度 

工事 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0 5  142,270 

物品 2,908  84.2 6.8 229,793 83.2 8.9 3,452 276,281 272 36,411

委託 1,061 86.1 3.1 2,228,708 78.4 ▲0.2 1,232 2,842,030 317 2,246,348

合計 3,969 84.7 6.0 2,458,501 78.8 0.6 4,684 3,118,311 594 2,425,029

※ 「構成比率」はそれぞれの数値（件数又は金額）が契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く）に占める割合 

※ 各項目で四捨五入をしているため、合計値と一致しない場合があります。 

※ 「契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く）」は、中小企業庁が行っている「官公需契約実績額等の調査」と同様に、中小企業者

の参入の余地がない単独随意契約及び大規模契約（政府調達協定（ＷＴＯ）対象契約）を除いたもの。 
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【参考資料】 

市内中小企業者への発注状況（財政局契約部契約分） 
 

区分 

契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く） 
単独随意契約及び 
大規模契約の合計 市内中小企業契約実績  

件数 構成比率 
対前年度 

増 減  
金 額 構成比率

対前年度

増 減 
件数 金 額 件数 金 額 

平
成
24
年
度 

 件 ％ ％ 千円 ％ ％ 件 千円 件 千円

工事 411 90.3 0.2 14,043,649 72.4 10.6 455 19,396,380 143 9,616,711

物品 409 83.3 ▲4.9 367,779 68.5 ▲12.9 491 537,017 43 197,894

委託 232 94.3 1.1 1,198,294 95.9 2.0 246 1,249,349 88 2,215,341

合計 1,052 88.3 ▲1.8 15,609,722 73.7 10.0 1,192 21,182,746 274 12,029,946

平
成
23
年
度 

工事 393 90.1 ▲0.7 14,795,828 61.8 1.2 436 23,925,112 146 14,275,254

物品 412 88.2 ▲0.9 478,764 81.4 1.1 467 588,374 59 320,036

委託 234 93.2 ▲0.1 1,063,018 93.9 ▲0.2 251 1,132,006 93 2,502,576

合計 1,039 90.1 ▲0.5 16,337,610 63.7 1.1 1,154 25,645,492 298 17,097,866

※ 「構成比率」はそれぞれの数値（件数又は金額）が契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く）に占める割合 

※ 「契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く）」は、中小企業庁が行っている「官公需契約実績額等の調査」と同様に、中小企業者

の参入の余地がない単独随意契約及び大規模契約（政府調達協定（ＷＴＯ）対象契約）を除いたもの。 

 

 

 

 

 


